






要約:小児慢性 B型肝炎患児の肝病理組織所見と年齢、肝機能検査との間の相関について検

討した。慢性活動性肝炎(CAH)は持続性肝炎(CPH)と慢性非活動性肝炎(CIH)より GOT、GPT

は有意に高く、その境界値は GOT、GPT ともに 200K.U であった。実質域の所見は GOT、GPT

と相関し、門脈域の所見は GOT とのみ相関した。年齢、TTT，ZTT,γ-グロブリン値は相関

はなかった。以上から、年齢にかかわらず、GOT,GPT が 200K.U 以上の高値が持続する場合

は肝生検を検討する必要があると考えられた。 


